
す
い
服
装
で

m
t
3
月
31
日
ま
で
に
消
防
本
部
警
防
課
☎

875
・
0
2
4
9

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ク
ー
ル

「
飯
ご
う
で
ご
は
ん
」

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
4
月
25
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
4
時　

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー　

●
内
容
＝
1
人
1
つ
の
飯
ご
う
で
自
分
の
ご

飯
を
炊
き
ま
す　

●
対
象
＝
小
・
中
学
生　

●
費
用
＝
1
5
0
0
円
（
お
か
ず
代
含
む
）

m
t
3
月
5
日
正
午
か
ら
青
少
年
協
会
☎

874
・
5
1
6
5

ス　

ポ　

ー　

ツ

市
民
体
育
館

市
民
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

●
と
き
＝
3
月
14
日
㈰
午
前
9
時
〜
正
午　

●
内
容
＝
経
験
者
：
試
合
形
式
、
初
心
者
：

基
本
練
習　

●
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
小
学
生
以
上
（
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム

で
参
加
）　

●
費
用
＝
100
円
（
傷
害
保
険
料
）　

●
持
ち
物
＝
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

m
t
大
東
☎
872
・
2
7
5
0

主
催
＝
体
育
協
会
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟体
育
協
会
会
長
杯
争
奪
卓
球
大
会

●
と
き
＝
4
月
11
日
㈰
午
前
9
時
〜
午
後
6

時　

●
内
容
＝
一
般
男
子
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

・
ダ
ブ
ル
ス　

●
対
象
＝
オ
ー
プ
ン　

●
費

中
学
卒
業
生
キ
ャ
ン
プ

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
3
月
21
日
㈷
〜
22
日
㉁

（
1
泊
2
日
）　

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー　

●
内
容
＝
仲
間
と
の
思
い
出
と
新
し
い
出
会

い
が
あ
る
か
も　

●
対
象
＝
中
学
生　

●
費

用
＝
2
千
円

m
t
青
少
年
協
会
☎
874
・
5
1
6
5

講
演
会　

今
日
か
ら
あ
な
た
も

エ
コ
名
人
！

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
3
月
23
日
㈫
午
後
7
時

〜
9
時　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
多
目
的
小

ホ
ー
ル
）　

●
講
師
＝
立
山
裕
二
さ
ん　

●

定
員
＝
先
着
150
人

m
t
㈳
大
東
青
年
会
議
所
事
務
局
☎
863
・

2
7
0
0
（
月
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
）

春
の
寄
せ
植
え
教
室

●
と
き
＝
3
月
28
日
㈰
午
後
1
時
30
分
〜
3

時　

●
内
容
＝
春
の
花
で
寄
せ
植
え
を
し
ま

し
ょ
う　

●
費
用
＝
1
5
0
0
円

と
こ
ろ
・
m
t
深
北
緑
地
管
理
事
務
所
☎
877

・
7
4
7
1

主
催
＝
深
北
緑
地
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

救
急
救
命
講
習
会

あ
な
た
は
愛
す
る
人
を
救
え
ま
す
か
！

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
4
月
7
日
㈬
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
30
分　

消
防
本
部　

●
内
容
＝

救
急
救
命
士
に
よ
る
A
E
D
を
使
用
し
た
心

肺
蘇
生
法　

●
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者　

●
定
員
＝
先
着
80
人　

●
そ
の
他
＝
動
き
や

　

寺
川
5
丁
目
の
堂
山
に
は
古
く
か

ら
「
正
月
の
元
旦
の
朝
、
金
の
に
わ

と
り
が
鳴
く
」
と
い
う
伝
承
が
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
地
で
古
墳
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
や
は
り
伝
承

は
何
ら
か
の
背
景
を
受
け
継
い
で
い

る
も
の
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

堂
山
古
墳
群
は
、
昭
和
44
年
、
47

年
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
古
墳
時
代

中
期
前
半
（
5
世
紀
前
半
）
に
造
ら

れ
た
1
号
墳
、
古
墳
時
代
後
期
〜
終

末
期
（
6
世
紀
後
半
〜
7
世
紀
）
に

造
ら
れ
た
2
〜
7
号
墳
お
よ
び
未
調

査
の
8
号
墳
で
構
成
さ

れ
た
古
墳
群
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
。

　

1
号
墳
は
径
約
25
㍍

の
円
墳
で
、
鉄
製
の
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

、
刀
剣
21
本
、
鉄
製

の
弓
矢
の
矢
じ
り
198
本

と
、
非
常
に
多
く
の
武

器
類
の
出
土
が
特
徴
的

で
、
当
時
に
お
け
る
北

河
内
地
域
の
統
治
者
の

墓
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
2
〜

7
号
墳
は
南
斜
面
に
密

集
す
る
群ぐ
ん

集し
ゅ
う

墳ふ
ん

で
、
須す

恵え

質し
つ

四し

注ち
ゅ
う

式し
き

陶と
う

棺か
ん

を
使
用
し
た
3
号

墳
、
Ｔ
字
形
の
横
穴
式
石
室
を
持
つ

4
号
墳
、
一
つ
の
墳
丘
に
二
つ
の
石

室
を
有
し
た
双そ
う

室し
つ

墳ふ
ん

の
可
能
性
が
あ

る
5
号
墳
、
6
号
墳
な
ど
、
多
彩
で

特
異
な
様
相
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

古
墳
時
代
の
北
河
内
の
実
態
を
解

明
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
古
墳
群
と

言
え
ま
す
。（
生
涯
学
習
課
）

＊ 「
大
東
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
は
市
役
所

の
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
歴
史
民
俗
資

料
館
、
ア
ク
ロ
ス
で
販
売
し
て
い
ま
す

（
1
部
千
円
）。

鉄製甲冑

N

堂山古墳群

十林寺

阪
奈
道
路

寺
川

北
条

野
崎

←住
道駅

↑
四
条
畷
駅
野
崎

専応寺

野崎観音

東
高
野

街
道

J
R
学
研
都
市
線

須恵質四注式陶棺

第 9話
大
東
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
に
見
る
地
域
遺
産
①

『
堂
山
は 

金
の
鳥
な
く 

元
旦
に
』
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